













































































































































































































































































































































































































年次 戸数 人　口 本籍人口（A） （B） 男 女 （C） B／AC／B
戸 人 人 人 人 人 ％
1873 136 739 ？ ？ ？ 5．4 ？
ユ888 639 2，726 ？ ？ ？ 4．3 ？
1898 871 5，187 2，689 2，498 3，717 6．O 71．7
1902 1，076 ユ0，292 5，525 4，767 4，095 9．6 39．8
1907 3，272 ユ2，845 6，958 5，887 5，499 3．9 42．8
1912 3．358 17，132 8，575 8，557 6，460 5．1 37．7
1917 3，882 21，696 11860　， 9，836
??，
5．6 36．6

























































（A） （B） 製錬 産銅量
人 人 人 人 人 人 t
ユ907 3，838 7，383 1，495 1，456 4，432 3，545 1．02
（20．2） （19．7） （60．0）
1912 3，888 5，328 1，409 421 3，498 1，440 1．49
（26．4） （7．9） （65．7）
1917 5，g07 5，976 1，g91 589 3，396 69 2．27
（33．3） （9．9） （56．8）










































































































項　　目 価 額 小坂区 小坂鉱山
（A） 区（B） A B
円　　％ ％ ％ 円 円
農 水 産 ユ23，580（1．3）82．4 17．6 40，37 ユ．48
林 産 16，877（O．2）99．4 0．6 6．65 0．00
生 工 産 148，393（1，6）28．4 71．6 ユ6．70 7．27
鉱 産 7，566，040（80，8）■ ユ00．0 一 5ユ7．94
そ の 他 ユ，503，308（I6．1）ユ4．1 85．9 84．10 88．39
産 うち労働賃金 886，801（9．5）ユ3．2 86．8 46，51 52．67
商工業利益 380，505（4．ユ）4．9 95．1 7．38 24．77
石　灰 石 41，ユ31（0．4）100．0 ■ 16．30 ■
合計・平均 9，358，ユ98（100．0）4．4 95．6 164．1ユ 612．27
食 料 品 1，902，259（58．2）8．2 91．8 61．99ユユ9．51
居 住 204，965（6．3）9．1 90．9 7．41 12．75
消 衣 類 272，967（8．3）6．8 93．2 7．3417．42
雑 品 604，114（18．5）7．1 92．9 17，08 38．40
費 そ の 他 285，314（8．7）4ユ．7 58．3 47．ユ8 n．38
計 3，269，619（100．0）1 ．9 89．1 141．00199．46
税 金 46，607 25．1 74．9 4．63 2．39









































品　　目 消　　費 移入 生産 B／A1単位） 数量（A） 1人当り （B）
a、　米　　（石） 26，39⑪ 1，5 33，014 3，171125％
b．大　　豆（・） 1，575 O．09 1，689 5 107
C、醤　　油（〃） 738 0，04 7ユ8 ■ 97
d．野菜類（㎏） 2，074，781121．1 1，252，879507，81460
e．魚介類（〃） 9ユ7，35553．5 923，963 ’ ユ01
f．肉　　類（ψ〕 36，225 2．1 ■ ？ 1
9．砂　　糖（ク） 57，740 3．4 57150　， ■ 99
h、菓　　子（・） 143，232 8．4 45，210 565，15132
i、　茶　（・） 30，287 1，8 30，888 ■ ユ02
j．　卵　　（個） 721，60042．1 544148　， 177，45275




皿．ピール（本） 27，982 1．6 28，355 ■ ユ01
n．清涼飲料（・） 26，057 ユ．5 12，657 13，400 49
0、和　　服（枚） 38，804 2．3 38，375 L 99
P．洋　　服（着） 1，606 0．09 ユ，503 ■ 94
q、綿織物（反） 21，050 ユ．2 ユ8630　， ■ 89
・．絹綿交織物（・） 3，944 0．2 3，850 ■ 98
S．下　　駄（足） 73，252 4．3 1・舳34，250t、草履・草轄（・） 1，434，174 83．7 …
・．　靴　　（・） 3，335 O．2 1，185
卜
V．木　　炭（㎏） 4，工04，191239．6 4，135，669 ？ 101






































項　　　圓 19C7年度 ユ9ユ2年度 1920年度 1924年度
円　　％ 円　　％ 円　　％ 円　　％
地租付加税 289（1．2729（2．61，246（ユ．7）2，450（3．1税 国・営業税付加税 117｛O，5274｛ユ．⑪）1，200（1．6）2，479｛3．1）
所得税付加税 2，O19（8．2，219（7，91，320（1．8）554（0．7収 鉱業税付加税 5，345（2L83，l02（1ユ．O）1，670（2．2）273（O．3）
県・営業税付加税 1，1皇O（4．7）2，243（8．0700（O．9） 752（0．9




税 繰　　　越　　　金 1，057（4．3） 15（0，1） 5C0（C．7） 500（0．6）
外 交　　付　　　金 579（2，4868｛3．1）2，589（3，5ユ、321（1．6）
収 補　　　助　　　金 49（0．2） 258（0．9）1．110／1．5）2，669（3．3）




































































































































































































































19I5年氏　名（部落名） 所得・ 備　　　考地租 営業税 推定地価 推定面積
円． 円 円 町歩
木村佐太郎（大生手） 39 一 867 4．9 地主（自作）
太田新助（岩沢） 159 25 3，533 19．9 〃　（〃）
沢口誼太郎（下小坂） 迅2　． 30 933 5．3 〃，金融業
工藤作兵衛（中小坂） 130 16 2，889 16．3農業
小笠原忠太郎（上小坂） 42 5’ 933 5．3 地主，酒造業，元村長
本田伊三次（細越） 24 31 533 3．0 医師
本田和助（砂子沢） 7 一 156 0．9 自小作農
伊藤　　熊（余呂米） 9 ■ 200 1．1 地主（自作）
杉原幾太郎（濁川） 17 6 378 2．1 ・　（・）
秋本喜之（野　口） 4 ■ 89 0．5 ・　（・）
注　1．　峨田名誉劉・峨田県公民録」・鰍田県統計書』・丁大蔵省主税局統計年報割（いずれも大正4年〕，丁秋
　　田県紳士名鑑』（大正8隼），レ」・坂町史』243・306頁，「明治四十年　重要煙書園係書類」，「明治四十二年一
　　大正五隼　小坂鉱山煙害書類」（後2著は『秋囲県庁文書』〕、小笠原省吾氏談などより作成。
　　推定値は4．5／iOO・i77．7円／町で算出した。
　　表中の自小作農である「本田和助」については、地租と小作農（1909隼調査〕から剰断した。また，アン
　　ダーラインを付した者は村議会議員。
大線タルコト明噺ナリ然ル上ハ村人二於テ……坑薬ヲシテ益々隆盛ナラシムル
ノ進路ヲ賛助スルノ自ラ責任之分掌ト謂フベシ」と記され，村民が小坂鉱山の
発展に協力することを強く求める内容となっていた。小坂鉱山が藤田組の所有
となる以前の同鉱山と小坂村との関係については，目下のところ明らかにする
ことはできないが，少なくとも同鉱山が同組によって経営され始めた時から，
その関係は「約定書」という形で明確に規定されていた。そして，この「約定
書」がのちの小坂村の動向に大きな影響を与えたものと思われる。
　小坂鉱山の発展とともに発生した煙害は，被害地域にとって重大な問題と
なっていた｛勧。被書賠償は，問題が表面化したときから行われており，たとえ
ば，小坂村における第一回5カ年契約の署名者は第6表のごとくである。その
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構成メンバーは，中小地主のほか自小作農や医師であり，村議会議員を兼ねる
者も少なくない。代表者の部落はすべて小坂区に属しており，賠償契約は農業
地区である小坂区と結ばれていた。それに対し，小坂鉱山区においては煙害に
関する昔惰や反対運動はみられず，小坂村内では地区により，煙害問題につい
て異なった対応をみせていた。
　猛威をふるう煙害に関して，小坂村長は「鉱煙ノ為メニ甚ダシキ害毒ヲ被リ
森林，原野耕地ノ荒廃二帰スルモノ亦タ少カラザルナリ然レトモ半面二於テハ
鉱山事業ノ盛衰ハー二本村ノ荒廃消長二関係スルモノナルコトヲ記憶セザルベ
カラズ菅二莫書毒ノミヲ知リテ其利益ヲ忘逸スルガ如キハ我ガ小坂村ノ過去現
在並二将来ヲ達観シテ之二処スルノ途ヲ講ズルモノ・為メニ取ル可カラザル処
ナリ」と述べ，小坂鉱山の事業は同村の動向を大きく左右しているので，そこ
から得られる直接・問接の利益を軽視し，もっぱら煙害という鉱業のマイナス
面のみを強調することは望ましくないと主張していた。
　鹿角郡にとっても，事情は全く同様であって「郡民ハ鉱山ヨリ直接受クル労
銀ト物資供給二依ル利潤トニ依リ常二金融ノ状態良好ニシテー・・郡経済界ハ潤
沢二将又鉱況ノ衰退ト共二其ノ傾向ヲーニスル有様」であり，同郡における住
民の生活は「鉱山ノ盛衰二伴ヒ緊緩ヲ来スモノ」であった＝3』。
　このように，小坂鉱山が払い下げられた直後から同鉱山と地域住民との一心
同体ともいうべき関係は始まり，I皿でみたごとく，様々な側面においてそのこ
とは示されていた。鉱山中心という地域経済は，鉱山の動向に大きく左右され
るものであり‘4〕，いったん形成された両者の関係は容易に改変することはでき
なかった。産銅業にとって重要な画期となった第一次大戦期以後も，小坂鉱山
と小坂村とは依存関係を保持していた。つまり，小坂村の人工的・社会的生活
環境は鉱山依存型経済となっており，この環境が地域住民に大きな影響をもた
らしていたが，煙害問題に関する住民の対応に示されているように，その影響
の程度は地区によって異なっていたのである。
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注11〕1886年12月1日付「約定書」郷土鐘蔵。この「約定蕃」は8カ条から成っており，たとえば，
　　小坂鉱山が鉱区の拡張や鉱物の試掘・採掘などを小坂村の村有地あるいは同村内の官有地で行う
　　場合，村民は「速二其請求二応ジ決（シ）テ苦惰アルベカラサルハ勿論仮令条件外ノ事ト難モ村
　　方（二）差支ナラサル要求之廉ハー切異議ナキモノトス」というように，鉱山側に非常に有利な
　　条件が付与され，その代わりに「報酬トシテ小坂村二対シ小坂村共有資本之元資」の名目で，
　　5，000円が，1886－92年の剛こ分割して支払われることになっていれ
　　　また，小坂鉱山の発達に伴い小坂村の農民の日鴬生活が変化していったことについては，阿部
　　直次郎編輯・発行r郷土小坂（物語）』謄写版　1934年　小坂町立小坂図書館蔵　61・62頁，お
　　よび鰍囲毎日新剛1915年5月30日にその具体的な記述がある。
　12〕前掲拙稿を参照。また、小坂村周辺の地域においても同様に，煙書調査委員もしくは煙害賠償
　　交渉委員の就任をめぐる動きから，小坂鉱山の地域への影響力がいかに強かったのかを知ること
　　ができる。たとえば，鹿角郡毛馬内町の煙害調査委員の多くは地主・商人など地域の有力者で
　　あったが，その委員には，小坂鉱山と商業上の取引を行っていた者や親族が小坂村出身の者もお
　　り，彼らはそのことを理由に委員を辞任することとなった。この毛馬内町と同じく，北秋田郡早
　　口村においても，煙害賭償交渉委員に推薦された者がその推薦を辞退していた。1921（大正10）
　　年8月の同村議会において，煙書賠償交渉委員の改選にあたり元村長が推薦されたが，当人は
　　「従来小坂鉱山トハー身上ノ関係」があるので「委員トシテ表面二立ツテ運動ハ逮慮セ子ハナラ
　　ヌ」と述べ，その推薦を拒絶していた。数週聞後の村議会においても，再ぴ咬渉委員に携された
　　この元村長は「従来小坂鉱山ハ私ノ生計」二多大ナル恩義アル事情ヨリ止ムナク辞任セ子ハナラヌ
　　　・・」と委員に就任することを依然として拒否し続け，績局彼の意向は受けいれられることと
　　なった（1913年4月3・7目付煙害調査委員3名提出評議会長宛r御届」鹿角市立十和囲図書館
　　蔵，「大正十隼　会議録　早口村役場」同年8月3・29日　北秋田郡囲代町議会箏務局蔵，およ
　　び奈良寿氏談）。
　13）小坂村長の見解および廃角郡の事情については，前掲『小坂村現況調査書』ならびに前掲丁鹿
　　角郡産業調査書』（大正9年）より引用。また，労働賃金および煙害賠償金と畑地の小作料との
　　関係について，注目すべき点があ乱それは，鹿角郡犬湯村において小作農が鉱山労働で得た賃
　　金を，北秋田郡釈迦内村においては煙害賠償金（多くは，被害民の代表者である地主が受領し，
　　各被害民に分配する）を，それぞれ小作料の支払いに充てていた箏実であ㍍鹿角郡毛馬内町に
　　おいても，煙害賠償金の授受が行われていたため，特例ながら，畑地の小作料カ徽収されていな
　　い個所もあった。これらの事例は、全体からみれば極めて少なく，その理由についてはこれ以上
　　明らかにできないが，たとえば，犬湯村における大豆の実納小作料は反当たり9升であり，これ
　　を金額に換算すると1円53銭，一方収穫高の屯斗を同様に換算すれぱ6円80銭となる。そこで，
　　前者の金額が後者のそれに占める割合を計算すると22．5％となり，粟についても同じ方法で算出
　　してみると，25．8％という決して高くない数字が得られるのであり（案納小作料・収穫高とも
　　19ユト20隼の5カ隼平均），この低額ともいえる畑地の小作料が，金納を可能とした条件の1つ
　　と思われる（「大正十一隼　秋田県鹿角郡小作憤行調査書」・「大正十一年　秋田県北秋囲郡小作
　　憤行調査審」いずれも，東京大挙裏学部図書鎗蔵）。
　　　なお，ユ918（大正7）年迅月現荏で，大湯村に居住している小坂鉱山の労働者は，用度課29
　　名・工作譲（発電所勤務）35名であった（「用度課所属犬湯村屠住者調」・「大湯村所在小坂鉱山
　　発電所勤務者給料及佳宅坪調」r犬正七年分錐件綴」膿錬所文書」所収）。
　14〕この点に関しては。先述した小坂村長の主張にも明確に示されているが，このほかにもたとえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛7ヲ〕　　ば，毛馬内町の一車夫が「此地から（小坂）鉱山を取つて仕舞ふと丸で鹿角郡は暗ですからね」
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　（瀧澤武繍陶られたる秋則復刻版無明舎出版　ユ985年443頁）とつい口にした言葉にも，
小坂鉱山と深くかかわっていた当地の人々の生活実感をかいまみることができよう。
V　おわりに
　以上，小坂鉱山と地域経済との関係について小坂村を中心に検討してきたが，
そこからはまず，同村の鉱山依存型経済という特徴を指摘することができる。
鉱山に依存することは，鉱業を中心とした地域経済，言い換えれば，鉱業の地
域経済に及ほす影響力が非常に大きいことを意味していた。自熔製錬法の開発
に成功し，買鉱に依存するようになった小坂鉱山は，その労働力ならびに消費
物資を，秋田県を中心とした近隣地域および遠隔地に求めていた。小坂村と小
坂鉱山との密接な関係は，設定された各項目の検討から明らかであろうが，同
鉱山が藤田組の所有に帰したのちに結ばれた「約定書」が，その関係の出発点
となっていた日本が銅輸出国から輸入国に転化した第一次大戦後も，いった
ん形成された小坂鉱山と小坂村との関係は，容易に断ち切ることができず，そ
の関係は徐々に変化しつつも基本的には維持されることとなったのである。
　鉱山依存型経済は，各鉱山地域において程度の差こそあれ，みられたものと
推測されるが，今のところ，ごく限られた地域でしか明らかにされていない｛1〕。
小坂村の場合，この特徴は，同村内でもとりわけ小坂鉱山区にあてはまるよう
に思われる。小坂区においても，それは鉱山労働に従事する農民達の姿に如実
に現れてはいるが，煙害問題については，既に述べたように，小坂区と小坂鉱
山区とでは異なった対応を示していたのである。つまり，小坂村の人工的・社
会的生活環境である鉱山依存型経済は，とりわけ鉱山労働者が多い小坂鉱山区
の経済的枠組みとして機能したが，農業地区である小坂区においては，主たる
農業に何らかの被害が及ぶことは軽視できない問題であったため，鉱山区ほど
の依存関係はみられなかった。小坂鉱山区においては人工的・社会的生活環境
が，小坂区においては生活環境としての自然（的）環境が地域住民に大きな影
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響を及ぼしており，この相違が煙害問題に対する各地域住民の態度となって現
れていたのである。
　このような鉱山依存型経済の形成は，戦前期における日本経済の発展が全国
各地域を分業単位としていった一端を示している。それは，国民経済が資本主
義的に編成されるのと同様に，小坂村の地域経済が鉱業中心に編成されていく
ことを意味し，その過程で形造られた人工的・杜会的環境は，同村の地域経済
を特徴づけるとともに，その依存体質を強めることとなった。村全体としては
小坂鉱山区の占める比重が大きく，鉱山依存型経済となっていたが，同村には
この依存関係が完全に成立していない小坂区もまた含まれていれ小坂村の地
域経済は，鉱業地域と農業地域といった重層的経済圏から成っていたため，生
産・消費価額などに現れた小坂区と小坂鉱山区との問の経済的格差やその地域
住民の生活圏という明確な相違点が存在していたほ〕。そして，各地区の中心的
産業に基づく経済圏のズレ，ならびに生活圏のズレを伴いながら，小坂村は鉱
山依存型経済として国民経済の一部分に組み込まれていったのである。
注（1）とりあえず，本稿Iの注（4）を参照。
　②重層的経済圏と生活圏との関連については，矢囲俊文「2　地域構造論概説」（同氏編著r地
　域構造の理論』ミネルヴァ害房　ユ990年　所収〕を参考にした。
〔付記〕本稿作成にあたっては，学内外を問わず多くの方々から貴重な御指導・御助言をいただいた。
　また，資料収集に際しては，早稲囲犬学図書館・小坂町立小坂図書館・同町立総含博物館郷土館を
　はじめとする関係各機関，ならびに小笠原省吾氏・奈良寿氏・宮舘弘氏らの御好意から・その閲覧
　および聞き取りが可能となったむ記して深茜の謝意を捧げる次第である。
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